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＜連絡事項＞
・特記なし
＜患者様連絡事項＞
・橋本　拓実様～妙光苑スタッフと他施設スタッフ面会。母様へは施設入所へ難色を示している為、当院からは情報提供しないで担当ケアマネから伝えていくとの事。今回の面会については知らせている。
車椅子近日完成予定、はまなすへ受診する必要あるが、予定日は決定後通知。
・砂庭　清治様～後日妙光苑スタッフが状態把握の為に来院予定、日付未定。
・長根　せつ様～本日、夫様来院。現在も経口摂取少なく、点滴実施していること説明。夫様より食事摂取できず、点滴をしているのであれば自宅での療養をさせたいとの希望聞かれている。主治医へ情報提供していく。
・定期検尿（石川広光様、清水進様、河原木泰志様）は採尿困難であること報告し中止と
　なっている。
・長谷川　恵子様～八戸市立市民病院呼吸器科を受診し検査をして帰院。4/6検査結果の説明を聞くために弟様のみ通院。結果について受診後連絡がある予定。

・安達　貴浩様～アレルギー症状(くしゃみ、鼻汁)あり、田名部Drへ報告し、フェキソフェナジンOD(60)1T　1×昼　本日昼より5日分処方となっている。
・下村　慶子様～療養環境変更目的にて東Ｂユニットから東合併症室へ移動。
・佐藤　俊也様～本日午後、西病棟Ｂユニットへ移動。
・小山　幸孝様～介護保険認定調査4/5　9:30実施予定。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・木村　格治様～終日隔離継続中。バルプロ酸ナトリウムは拒否し除剤している。時折大声で要求あるが過度ではない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
＜要注目患者様＞

・藤井　崇史様～自分の病気について話したり訴えの多さあり。「いざという時には正当防衛します」など訴えあり。精神症状の観察や所在を把握して、攻撃的行動に注意していく。

・立花　圭様～昨夜は「個室が怖い」と話し14号室で過ごすがトラブルなく経過。日中は
OTへ参加するがすぐに帰棟。苛々訴えや衝動行為はなく経過。頓服薬は使
用していない。

・小笠原　久年様～幻覚に左右された言動や行動はなく落ち着いている。内服出来ている。
・大久保　すい様～「今日帰りますから」と話し徘徊あるが強引な行動はない。内服の拒否や被毒妄想はなく経過している。
・熊谷　樹里様～臥床傾向で経過、OT拒否続いている。内服の拒否はない。
・三浦　幹様～スタッフ介助にてベッド上端坐位で過ごすことが出来ている。離床時間が

　　　　　　　増加できるよう介入をおこなっていく。
・長根　せつ様～食思不振続き各食数口のみの摂取。内服は再三の促しにて服用。食事以外の介入拒否はない。
＜安ヶ平Dr診察情報＞
・長根　セツ様～点滴２２日で終了。イクセロンパッチ9㎎一週間処方となる。
・小向　武雄様～来週定期薬より、定期薬一部変更。眠剤フルニトラゼパム→ブロチゾラム（0.25）1Ｔへ変更となる。
＜歯科＞
・向井　敦子様～本日にて歯科受診終了。
・佐藤　俊也様、小笠原　久年様来週も受診予定。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：3月23日　12:40

　病棟病室：東病棟Ｂユニット1号室

　氏　　名：齊藤　光枝（さいとう　みつえ）様

　生年月日：昭和54年9月18日　38歳

　性　　別：女性

　病　　名：ウェルニッケ脳症

　入院形態：任意入院(当院1回目)

　主治医　：田名部Dr

　＜経過＞

　　H26年頃よりアルコール性の慢性膵炎により入退院を繰り返していた。

　H29年5～6月頃にウェルニッケ脳症を発症。後遺症があり、療養のため、

　実家へ帰省し、五戸総合病院を受診。外来通院を行っていたがH29.10.1に

　実家が火災にて消失。以後、身体が振えるようになり、立位歩行が困難と

　なったため、H29.10.12同院脳神経外科へ入院し治療開始。CO中毒の可能

　性、ウェルニッケ脳症後の中脳性振戦の可能性があり、検査実施するも所

　見はなく、心因性反応と診断。抗不安薬を服用しながらリハビリテーショ

　ン実施。記憶障害は軽度あり、歩行障害はあるものの支援があれば日常生

　活は概ね可能な状態となる。退院後は三重県の自宅を希望しているが夫の

　仕事上、支援・介護ができる状態ではないため、生活訓練や在宅サービス

　へつなげるため当院へ紹介。家族・本人共に治療継続を希望し、H30.3.23

　当院初診し、1回目の入院となる。　　
